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ケイトウのはなし 2021.10.07 

ケイトウは漢字で書くと「鶏頭」。つまり、ニワトリの頭、トサカの形からついた名前で

す。学名のセロシアは「燃焼」という意味のギリシャ語に由来するそうで、こちらも言い

えて妙ですね。品種によって様々な色と形が楽しめます。ヒユ科ケイトウ属の植物で、原

産は、アジア、アフリカの熱帯地方とされ、日本には奈良時代に中国を経由してやってき

ました。中国では生薬として出血性の疾病に用いられるそうです。花と葉はアフリカと東

南アジアで食用とされているそうで、あまりイメージできないのですが日本でも食用植物

として栽培されていた時期があるようです。面白そうなのでがネット検索してみました

が、詳しい資料は見あたりませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


